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別表第六 附表第一の解説 

2. 「じんあいが侵入」し難い箇所とは、原則として密閉された容器等により空気の流通にさ

らされないように保護されている部分をいい、次に掲げる部分にあっては、これと同等の

保護が施されている部分とみなす（以下別表第六附表第二において同じ。）。 

(1) プリント基板においてコーティングされた部分 

(2) 開口部のない箱の内部及びビロード又はこれと同程度にじんあいを通さないものに

よって閉された部分 

(3) じんあいが入るおそれのある空げきがある場合であって、空げきが 1mm 以下で、か

つ、その空げきから 30mm 以上離れている部分 

 

2. 「じんあいが侵入」し難い箇所とは、原則として密閉され

た容器等により空気の流通にさらされないように保護さ

れている部分をいい、次に掲げる部分にあっては、これと

同等の保護が施されている部分とみなす（以下別表第六

附表第二において同じ。）。 

(1) プリント基板においてコーティングされた部分 

(2) 開口部のない箱の内部及びビロード又はこれと同程

度にじんあいを通さないものによって閉された部分 

(3) じんあいが入るおそれのある空げきがある場合であ

って、空げきが直径 1mm を超える球体を通さず、

かつ、その空げきから 30mm 以上離れている部分 

2(3)の「空げきが 1mm 以下」という表現は、幅が 1mm 以

下でも長さが 1mm を超えると該当しないという誤解を生じ

てしまうため、誤解を生じない表現に修正。 

 
（当該部解釈） 

別表第六 附表第一 コンデンサーの外部端子部の空間距離（沿面距離を含む。） 

線間電圧又は対地電圧（V） 

空間距離（mm） 

極性が異なる充電部間 充電部とアースするおそれのある非充電金属部との間 

固定している部分であってじんあいが

侵入(解説 2)し難く、かつ、金属粉が付着し

難い箇所 

その他の箇所 

固定している部分であってじんあいが

侵入し難く、かつ、金属粉が付着し難い

箇所 

その他の箇所 

50 以下 1 1.2 1 1 

 50 を超え 150 以下 1.5 2 1.5 1.5 

150 を超え 300 以下 2 2.5 2 2 

300 を超え 600 以下 3 4 3 4 

（以下省略）     
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別表第八 附表第一の解説 

2. 本附表において、 

(1) 「アースするおそれのある非充電金属部」には、・・・（省略） 

(2) 「じんあいが侵入」し難い箇所とは、原則として密閉された容器等により空気の流通

にさらされないように保護されている部分をいい、次に掲げる部分にあっては、これ

と同等の保護が施されている部分とみなす（以下別表第八附表第二において同じ。）。 

a プリント基板においてコーティングされた部分 

b 開口部のない箱の内部及びビロード又はこれと同程度にじんあいを通さないも

のによって閉された部分 

c じんあいが入るおそれのある空げきがある場合であって、空げきが 1mm 以下

で、かつ、その空げきから 30mm 以上離れている部分 

(3) 「金属粉が付着し難い箇所」には、・・・（省略） 

 

2. 本附表において、 

(1) 「アースするおそれのある非充電金属部」には、・・・

（省略） 

(2) 「じんあいが侵入」し難い箇所とは、原則として密

閉された容器等により空気の流通にさらされないよ

うに保護されている部分をいい、次に掲げる部分に

あっては、これと同等の保護が施されている部分と

みなす（以下別表第八附表第二において同じ。）。 

a プリント基板においてコーティングされた部分 

b 開口部のない箱の内部及びビロード又はこれと

同程度にじんあいを通さないものによって閉さ

れた部分 

c じんあいが入るおそれのある空げきがある場合

であって、空げきが直径 1mm を超える球体を

通さず、かつ、その空げきから 30mm 以上離れ

ている部分 

(3) 「金属粉が付着し難い箇所」には、・・・（省略） 

2(2)c の「空げきが 1mm 以下」という表現は、幅が 1mm

以下でも長さが 1mm を超えると該当しないという誤解を生

じてしまうため、誤解を生じない表現に修正。 

 
（当該部解釈） 

別表第八 附表第一 電気かみそり等の空間距離 

箇   所 
空間距離（沿面距離を含む。）

（㎜） 

端子部 極性が異なる端子部相互間及び端子部とアースするおそれのある非充電金属部(解説 2)との間 2.0 

端子部以外

の充電部 

極性が異なる充電部相互間及び充電部とアースするおそれのある

非充電金属部又は人が触れるおそれのある非金属部の表面との間 

固定している部分であって、じんあいが侵入(解説 2)し難く、

かつ、金属粉が付着し難い箇所(解説 2) 
1.5 

その他の箇所 2.0 

 


